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10
年
後
の

　
　 

が
ん
治
療

～
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
描
く
が
ん
治
療
の
近
未
来
～

生き生きとした自分を見つめるための実用生活誌

Shukokai-Magazine The page of beginning

2019 Winter NO.46



Cover Illustration:Madoka Momota

ダイジェスト版

10
新 春 特 集

第 45 回衆議院議員総選挙で民主党（当時）が歴史的大勝を収め、政権交
代を果たした年。草食系（男子）という言葉が流行語となり、CM の“こ
ども店長”が人気を博し、裁判員制度による裁判が始まった年――それ
が 2009 年、今から 10 年前の出来事です。

「十年一昔」のたとえ通り、世の中の移り変わりはとてつもなく早い――。
ならば、私たちは 10 年後どんな医療を、さらに“どんながん治療”を受
けているのでしょうか ? スペシャリストたちの証言をもとに、近未来の
がん治療を浮き彫りにします。

～スペシャリストが描くがん治療の近未来～

●
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
「
腫
瘍
免
疫
」

　

10
年
後
を
語
る
前
に
、
少
し
だ
け
10
年
前
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
過
去
と
現
在
を
比
較
す
る
こ
と

は
、
同
じ
ス
パ
ン
の
未
来
を
炙
り
出
す
う
え
で
参
考
に

な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

 

「
10
年
前
と
い
え
ば
、
樹
状
細
胞
の
機
能
が
裏
づ
け
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
期
待
が

と
て
も
高
ま
っ
た
時
期
で
す
ね
」

　
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
米
国
法
人
蓮
見
国
際
研

究
財
団
理
事
長
の
蓮
見
賢
一
郎
先
生
で
す
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
樹
状
細
胞
は
免
疫
シ
ス
テ
ム

の
司
令
塔
的
な
働
き
を
す
る
免
疫
細
胞
。
そ
の
樹
状

細
胞
を
用
い
た
免
疫
療
法
＝
樹
状
細
胞
療
法
「
商
品

名:Provenge

（
プ
ロ
ベ
ン
ジ
）」
が
、
米
国
政
府
の

承
認
を
受
け
た
の
は
２
０
１
０
年
。
翌
年
に
は
樹
状
細

胞
の
名
付
け
親
で
あ
る
米
国
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
教

年後のがん治療

蓮見賢一郎 医療法人社団  珠光会 理事長

2019年の誓い

“
精
密
医
療
”
に
沿
っ
て

　
　
複
数
の
治
療
を
併
用
す
る

『
免
疫
療
法
』

思いの言の葉 Vol.40
2019年の誓い

10年後のがん治療
～スペシャリストが描くがん治療の近未来～

がん研究に一生をささげた人、
『蓮見喜一郎博士の歩み』に見る
日本の“免疫療法”の歴史
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謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

古
代
中
国
の
思
想
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年

の
干
支
は
己つ
ち
の
と
い亥

―
―
。
己
つ
ち
の
との

意
味
は
“
盛
期
を

超
え
、
十
分
生
い
茂
っ
た
草
木
が
、
整
然
と
並

ん
だ
状
態
”。
さ
ら
に
、
亥
い
の
し
しが

“
花
も
葉
も
散
ら

し
た
植
物
が
、
生
命
を
種
子
へ
移
し
た
状
態
”

を
指
す
こ
と
か
ら
、
己
亥
の
年
は
「
春
の
芽
吹

き
ま
で
、
種
子
の
な
か
で
静
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
溜
め
こ
む
期
間
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
そ
う

で
す
。

　

さ
て
、
珠
光
会
の
今
年
は
と
い
う
と
、
干
支

の
通
り
、
じ
っ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
と
同

時
に
、
積
極
的
に
歩あ
ゆ

み
を
進
め
る
時
期
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

前
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
着
手
せ
ね
ば
な
ら
な
い

の
は
、
ま
ず
は
ハ
ス
ミ
ワ
ク
チ
ン
の
デ
ー
タ
的
な

検
証
で
す
。
ハ
ス
ミ
ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在
世
界

24
カ
国
余
り
、
約
１
・
５
万
人
の
患
者
様
が
治
療

に
用
い
て
い
る
“
が
ん
ワ
ク
チ
ン
”
―
―
。

１
９
４
８
年
の
臨
床
開
始
以
来
、
5
年
生
存
率
な

ど
の
資
料
は
随
時
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
患
者
層
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
、
最
新
の
状

況
を
反
映
し
た
デ
ー
タ
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
べ

き
だ
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
生
存
率
を
算
出
す
る
た
め
に
は
、

対
象
の
定
義
を
は
じ
め
、必
要
情
報
の
入
手
方
法
、

計
算
方
法
の
選
択
な
ど
、
複
雑
な
ス
テ
ッ
プ
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
当
然
、
一
朝
一
夕
に
進
む

計
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
そ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
後
者
、
す
な
わ
ち
積
極
的
な
展
開
の

軸
と
な
る
の
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
療
法
の
技
術
移
転
で

す
。
同
療
法
を
日
本
以
外
の
国
や
地
域
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
す
る
―
―
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
加
速
し
て
お
り
、
す
で
に

マ
レ
ー
シ
ア
や
中
国
、
台
湾
で
は
受
診
中
の
患
者

様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
年
も
ロ
シ
ア
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
、
複
数
の
国
・
地
域
で
技
術

移
転
を
進
め
る
計
画
が
あ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
療
法
の

国
際
化
が
格
段
に
進
展
す
る
見
通
し
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
２
０
１
９
年
の
珠
光
会
は
基

礎
デ
ー
タ
を
充
実
さ
せ
て
地
盤
を
固
め
る
“
静
”

と
、
研
究
開
発
を
進
展
さ
せ
る
“
動
”
を
、
一
層

際
立
た
せ
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
亥
＝
猪
の
肉
に
は
、
万
病
を
予
防

す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
亥
年
は
無
病
息
災
が

叶
う
年
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
一
年
が
健
や
か
で
幸
福
な
出
来
事

に
彩
ら
れ
ま
す
よ
う
に
―
―
。
珠
光
会
が
そ
の

一
端
を
担
え
る
よ
う
、
益
々
精
進
す
る
こ
と
を
お

誓
い
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3



ダイジェスト版

さ
れ
ま
す
が
、
活
性
化
さ
れ
た
ま
ま
だ
と
身
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
、
体
に
は
活
性
化
さ
れ
た
免
疫
を
通

常
の
状
態
に
戻
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
―
―
“
免
疫
抑
制

機
構
”
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
免

疫
が
自
分
の
細
胞
に
対
し
て
攻
撃
し
な
い
よ
う
に
抑
え

る
シ
ス
テ
ム
―
―
“
自
己
免
疫
寛
容
”
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
細
胞
は
、
こ
れ
ら
免
疫
反
応
に
“
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
”
仕
組
み
を
悪
用
し
、
免
疫
の
攻
撃
を
巧
み
に
か

わ
し
て
い
る
の
で
す
（
図
1
）。

●
精
密
医
療
と
複
合
免
疫
療
法

　

が
ん
と
免
疫
に
関
す
る
重
要
な
た
ん
ぱ

く
質
、“
Ｐ
Ｄ
―

１
”
が
発
見
さ
れ
た
の
は

１
９
９
２
年
―
―
。
Ｐ
Ｄ
―

１
の
機
能
は
長
い

間
不
明
で
し
た
が
、
１
９
９
８
年
頃
、
が
ん

細
胞
が
免
疫
反
応
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
仕

組
み
に
関
与
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

免
疫
細
胞
の
攻
撃
を
担
う
T
細
胞
は
、
活

性
化
す
る
と
表
面
に
Ｐ
Ｄ
―

１
を
発
現
さ
せ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
が
ん
細
胞
は
Ｐ
Ｄ
―

１
に
結

合
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｌ
―

１
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
を
作

成
。
ま
る
で
戦
闘
機
の
レ
ー
ダ
ー
を
覆
い
隠

す
よ
う
に
し
て
、
免
疫
反
応
に
“
待
っ
た
！
”

を
か
け
て
い
た
の
で
す
（
図
2
）。

　

な
ら
ば
、
Ｐ
Ｄ
―

１
に
Ｐ
Ｄ
Ｌ
―

１
が
結
合

し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
免
疫
反
応
が
回
復
す
る
は

ず
だ
…
…
と
い
う
考
え
方
か
ら
誕
生
し
た
の
が
“
免

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
（
14
頁
参
照
）
で
す
。

２
０
１
４
年
7
月
、世
界
に
先
駆
け
て
オ
プ
ジ
ー
ボ（
一

般
名
：
ニ
ボ
ル
マ
ブ
）
が
登
場
。
本
庶
佑
・
京
都
大
学

特
別
教
授
が
そ
れ
ら
の
開
発
に
貢
献
し
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、

周
知
の
事
実
で
す
。

 

「
現
在
の
免
疫
療
法
は
、
2
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。（
A
）
が
ん
に
対
し
て
免
疫
の
“
ア
ク
セ
ル
を

図１　免疫がブレーキをかける２つの場合
①活発化された免疫反応をもとに戻す場合 ②自分の細胞を攻撃しないようにする場合

免疫が上がったままだと
体に悪影響

免疫がブレーキをかけ、
免疫反応を元に戻す

体には自分の細胞を
攻撃しないよう、

免疫保抑える仕組みが
備わっている

免疫免疫

UPUP
免疫免疫

DOWNDOWN 免疫細胞

自分の細胞
OFF

ON

ブレーキ

ブロック

OFF

ON

ブレーキ

免疫免疫

免疫免疫

1896 1962 1992 1994 2005 2006 2010 2011 2012 2014 2015 2016 2017 20182009 2019 2029

1896年 がん治療に初めて放射線が利用される

■ 放射線療法
■ iPS 細胞
■ 免疫療法

1962年 現在、一般的に用いられている「リニアック」が、
米国スタンフォード大学病院に納入

1994年 重粒子線治療が臨床試用を開始

2012年 iPS細胞の研究で山中伸弥教授が
ノーベル生理学・医学賞を受賞

2018年 加齢黄斑変性症患者に
他人由来のiPS細胞から作った
網膜細胞を移植

2018年 iPS細胞から作製された
ドーパミン神経前駆細胞を、
パーキンソン病患者へ移植

20XX年 “がん遺伝子パネル検査※”が一般化。
「精密医療」「個別医療」が進捗する
※がん関連遺伝子を網羅的に解説する検査。
遺伝子レベルで効果的な治療を実施する
“がんゲノム医療”のベースとなる

20XX年 “免疫バイオマーカー※”の探索が進む。
免疫抑制効果の仕組みが一層精密に解明される
※バイオマーカー＝薬剤の効き方の指標となる特性

2014年 加齢黄斑変性症患者に
iPS細胞から作製された
網膜細胞を移植

2006年 人工多能性幹細胞、
すなわちiPS細胞が誕生

2007年 人間の体細胞から
iPS細胞を生成することに成功

2005年 トモセラピーが日本へ導入

2002年 コンピュータと一体化した
IMRT(強度変調放射線治療)が米国で認可

1992年 がんと免疫に関する
重要なたんぱく質“PD-1”が発見

2010年 樹状細胞を用いた免疫療法＝樹状細胞療法
「商品名:Provenge(プロベンジ)」が、
米国政府の承認を受ける 2015年 米国サイエンス誌が“複合がん免疫療法”を

注目すべき研究のひとつに挙げる

2017年 米国で「CAR-T療法」が承認

20XX年 “体液中マイクロRNA測定※”が一般化する
※血液や唾液などの体液を一滴摂取するだけで、
13種類のがんを特定可能な診断法。将来的には検査キットにより、
誰でもどこでも診断できるようになる

20XX年 iPS細胞を用いた白血病の治験開始。
iPS細胞でキラーT細胞を増やし、
それを体内へ戻すという方法

2011年 樹状細胞の名付け親である米国ロックフェラー
大学教授、ラルフ・スタインマン博士が
ノーベル生理学・医学賞を受賞

2014年 免疫チェックポイント
阻害剤(オプジーボ)登場

1998年 がん細胞が免疫応答に
ブレーキをかける仕組みに
関与することがわかってくる

1972年 コンピュータ制御による
最初のX線断層撮影(CT)が発表

授
、
ラ
ル
フ
・
ス
タ
イ
ン
マ
ン
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
手
伝
い
、
い
わ
ゆ
る

“
が
ん
ワ
ク
チ
ン※
１

”
が
、
が
ん
治
療
の
切
り
札
に
な
る

の
で
は
な
い
か
…
…
と
い
う
期
待
が
跳
ね
上
が
り
ま
し

た
。
し
か
し
、世
間
が
望
む
ほ
ど
の
効
果
は
得
ら
れ
ず
、

期
待
は
徐
々
に
し
ぼ
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

 

「
当
時
は
、“
免
疫
反
応
”
を
誘
導
、
あ
る
い
は
増
強

す
る
こ
と
の
み
に
注
力
し
す
ぎ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
」

と
、
蓮
見
先
生
は
続
け
ま
し
た
。

 

「
免
疫
力
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
的
に
は
“
体
内
に
侵

入
し
た
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
病
原
体
や
毒
素
を
異

物
（
非
自
己
）
と
認
識
し
、
こ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
働

く
力
”
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
に
対
す
る
“
感
染

免
疫
”
に
お
い
て
は
こ
の
定
義
通
り
、“
排
除
す
る
力
”

を
増
強
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
間
違
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
が
ん
は
自
分
の
細
胞

4

4

4

4

4

の
遺
伝
子
変

異
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
。
外
か
ら
侵
入
し
た
異
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
が
ん
細
胞
に
対
す
る
免
疫
―
―“
腫
瘍
免
疫
”は“
感

染
免
疫
”
に
比
べ
て
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
有
し
て
い
ま

す
。
免
疫
力
の
増
強
に
よ
り
“
炎
症
反
応
”
が
生
じ
、

か
え
っ
て
が
ん
化
が
促
進
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
さ
え

あ
る
の
で
す
」（
蓮
見
先
生
）

　
腫
瘍
免
疫
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
理
由
は
、
が
ん

細
胞
の
巧
妙
な
“
生
き
残
り
戦
術
”
に
あ
り
ま
す
。

　
免
疫
反
応
は
、
異
物
が
体
内
に
侵
入
す
る
と
活
性
化

図2　がんが免疫にブレーキをかける仕組み

②免疫チェック
　ポイント阻害剤の
　はたらきで、
　免疫が再び活性化する

免疫チェック
ポイント阻害剤
（オプジーボ）

がん細胞

T細胞

PD-1

PD-L1

PD-1

T細胞

T細胞

がん細胞

①免疫細胞（T細胞）のPD-1に、がん細胞のPD-L1が結びつき、
　免疫細胞ががん細胞を認識しなくなる

免疫療法・放射線療法・iPS細胞の未来史 ※2019年以降はあくまで予測です。結果を保証するものではありませんので、その点ご了承ください

※ 1 がんワクチン：人間が生来備え持っている免疫の力でがんを攻撃する――というコンセプトの元で開発されたワクチン。がんの抗原を直接体内へ
導入するタイプと、樹状細胞を用いるタイプがある 45
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●
複
数
の
腫
瘍
を
一
時
に
治
療
す
る

　
放
射
線
医
学
は
１
８
９
５
年
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
X
線

を
発
見
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
が
、
翌
年
に
は
が
ん

治
療
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
３
６
０
度
ガ
ン
ト

リ
ー（
放
射
線
発
生
装
置
）が
回
転
可
能
な「
リ
ニ
ア
ッ

ク
」
が
、
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
病
院
に
納
入
さ

れ
た
の
は
１
９
６
２
年
で
し
た
。

 

「
当
時
の
課
題
は
放
射
線
の
正
し
い
照
射
位
置
を
決
め

る
“
位
置
決
め
”
で
し
た
」

　
と
、
青
木
幸
昌
医
師
は
語
り
ま
し
た
。
青
木
先
生
は

東
京
・
渋
谷
の
C
l
i
n
i
c 

Ｃ
４
院
長
で
、
放
射

線
専
門
医
と
し
て
30
年
以
上
も
が
ん
治
療
に
携
わ
る
ベ

テ
ラ
ン
。
1
万
件
以
上
の
臨
床
経
験
を
持
ち
、
そ
の
多

く
が
進
行
・
末
期
が
ん
と
い
う
放
射
線
治
療
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

 

「
放
射
線
は
腫
瘍
だ
け
で
な
く
、
正
常
組
織
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
、
位
置
決
め
が
非
常
に
重
要
で
す
。
か

つ
て
は
鉛
の
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
使
っ
て（
位
置
決
め
を
）

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
X
線

断
層
撮
影
（
Ｃ
Ｔ
）
が
登
場
し
、
１
９
８
０
年
代
後
半

に
は
Ｃ
Ｔ
画
像
が
放
射
線
治
療
計
画
装
置※
５

に
応
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
０
年
代
に

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
一
体
化
し
た
Ｉ
Ｍ
R
Ｔ
（
強
度
変

調
放
射
線
治
療
）
な
ど
の
高
精
度
放
射
線
治
療
へ
と
進

化
し
て
い
っ
た
の
で
す
」（
青
木
先
生
）

　
通
常
の
放
射
線
で
は
照
射
範
囲
内
の
放
射
線
強
度
は

均
一
。
つ
ま
り
、
腫
瘍
と
同
程
度
の
放
射
線
が
正
常
組

織
に
も
当
た
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
R
Ｔ
で
は
、
高

度
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
り
、
放
射
線
の
集
中
性

が
高
く
、
か
つ
、
自
由
な
照
射
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と

が
可
能
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
腫

瘍
の
形
状
通
り
に
、
理
想
的
な
放
射
線
量
を
照
射
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
正
常
組

織
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
も
成
功

し
た
の
で
す
。

 

「
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
が
日
本
へ
導
入
さ
れ
た
の
は

２
０
０
５
年
頃
。
私
は
初
期
か
ら
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
当
初
よ
り
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
の
特
長
は
、
複
数
の
腫

瘍
を
同
時
に
治
療
で
き
る
能
力
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
」（
青
木
先
生
）

　
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
３
６
０
度
全
方
位
か
ら
放
射
線
を

照
射
し
ま
す
。
照
射
口
が
ら
せ
ん
状
に
回
転
す
る
こ
と

に
加
え
、
寝
台
が
頭
尾
方
向
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
1

回
の
治
療
の
中
で
複
数
の
腫
瘍
に
対
し
、
切
れ
目
な
い

治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
３
）。
実
際
、
青

木
先
生
は
１
０
０
か
所
近
く
の
腫
瘍
を
狙
い
撃
ち
し
た

こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。“
転
移
”
に
対
処
す
る
に

は
最
適
な
治
療
法
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
同
じ
高
精
度
放
射
線
治
療
に
は
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

が
あ
り
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
の
特
長
は
、
目
標
と

踏
む
”方
法
と
、（
B
）が
ん
細
胞
が
施
し
た
免
疫
の“
ブ

レ
ー
キ
を
外
す
”
方
法
で
す
。
10
年
ほ
ど
前
は
“
ア
ク

セ
ル
派
”が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、近
年
は“
ブ
レ
ー
キ
派
”

の
研
究
が
著
し
く
進
歩
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、『
精
密
医
療
』
の
進
展
か
ら
、
現
在
で
は
、

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
が
ど
ん
な
特
性
を

持
っ
た
人
に
効
果
的
に
働
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
た
の
で
す※
２
」（
蓮
見
先
生
）

　
精
密
医
療
（Precision M

edicine

＝
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
・
メ
デ
ィ
シ
ン
）
と
は
、
患
者
個
々
人
の
遺
伝
子
情

報
な
ど
を
も
と
に
、
各
自
に
も
っ
と
も
有
効
な
治
療
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
医
療
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ

元
大
統
領
が
２
０
１
５
年
の
一
般
教
書
演
説
で
発
表

し
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

 

「
10
年
後
、
が
ん
治
療
の
柱
に
な
る
の
は
“
複
合
免
疫

療
法
”
で
し
ょ
う
」（
蓮
見
先
生
）

　

複
合
免
疫
療
法
の
狙
い
は
、
免
疫
を
制
御
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
技
術
の
“
組
み
合
わ
せ
”
に
よ
っ
て
、
相

乗
的
に
治
療
効
果
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ア
メ

リ
カ
科
学
振
興
協
会
が
発
行
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
誌
は
、

２
０
１
５
年
に
“
異
な
る
治
療
を
併
用
す
る
複
合
が
ん

免
疫
療
法
”
を
注
目
す
べ
き
研
究
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
て

い
ま
す
。

 

「
従
来
の
化
学
療
法
剤
、
分
子
標
的
治
療
薬
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ

Ｖ
療
法※
３
、
そ
し
て
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤

に
加
え
、
先
ほ
ど
述
べ
た
ア
ク
セ
ル
派
の
免
疫
療
法
な

ど
、
組
み
合
わ
せ
に
用
い
る
治
療
法
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
７
年
に
米
国
で
承
認
さ
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｒ

―
Ｔ
療
法※
４

な
ど
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
免
疫
療
法
も
登

場
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
を
、
患
者
さ
ん
の
遺
伝
子
情

報
を
も
と
に
“
何
が
効
く
か
”
と
い
う
客
観
的
な
デ
ー

タ
に
沿
っ
て
施
術
す
る
―
―
。
10
年
後
、
こ
う
し
た
高

度
な
免
疫
療
法
が
手
軽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
蓮
見
先
生
）

　
こ
こ
数
年
で
爆
発
的
な
進
化
を
遂
げ
、
な
お
急
速
に

進
歩
し
続
け
て
い
る
免
疫
療
法
―
―
。
10
年
後
の
未
来

は
、
意
外
と
早
く
や
っ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

図3　トモセラピーの仕組み

放射線の照射口がらせん状に回転し、
寝台が頭尾方向へ移動する

多
様
な
選
択
肢
で

　
　
が
ん
を
治
療
す
る

『
放
射
線
療
法
』

※ 2 発がんの原因となる遺伝子の異常は、（A）遺伝子に傷がつくタイプと、（B）環境など後天的に決定される遺伝的な仕組みにより、遺伝子の発現が変わっ
ていくタイプ――に分けられる。免疫チェックポイント阻害剤は、（A）のタイプに効きやすいといわれている

※ 3 HITV 療法：ICVS 東京クリニックで施術する次世代型免疫療法。第 4 期のがんに優秀な治療成績を誇っている（14 頁参照）

蓮見 賢一郎先生

※ 4 CAR-T 療法：免疫細胞に遺伝子操作を加えた新しい免疫療法。米国食品医薬品局（FDA）が 2017 年に承認した。詳しくは本誌 43 号参照（Web
サイト『免疫療法コンシェルジュ』にダイジェスト版を掲載）

※ 5 放射線治療計画装置：放射線治療を実施した際、患者の体内に放射線量がどのように分布するのかをシミュレーションする装置。施術者に情報を
視覚的に提供する

Clinic C4 青木 幸昌院長
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●
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
臨
床
応
用

 

「
人
工
多
能
性
幹
細
胞
、
す
な
わ
ち
i
P
S
細
胞
が

誕
生
し
た
の
は
２
０
０
６
年
。
京
都
大
学
i
P
S
細

胞
研
究
所
所
長
、
山
中
伸
弥
教
授
に
よ
る
マ
ウ
ス
の

i
P
S
細
胞
で
す
。
山
中
教
授
は
、
翌
２
０
０
７
年
に

は
人
間
の
体
細
胞
か
ら
i
P
S
細
胞
を
生
成
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
」

　
解
説
し
て
く
れ
た
の
は
、
米
国
法
人
蓮
見
国
際
研
究

財
団
・
東
京
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
室
の
平
野

啓
氏
で
す
。
平
野
研
究
員
は
免
疫
系
か
ら
i
P
S
細

胞
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
見
識
を
持
つ
細
胞
生
物

学
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。

 「
i
P
S
細
胞
と
は
、
人
間
の
皮
膚
な
ど
の
体
細
胞
に
、

ご
く
少
数
の
遺
伝
子
を
導
入
し
、培
養
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
成
さ
れ
た
細
胞
の
こ
と
。
ほ
ぼ
無
限
に
増
殖
す
る

こ
と
が
で
き
る
上
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
や
臓
器
の
細

胞
に
分
化
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２

年
、
こ
の
i
P
S
細
胞
の
研
究
で
山
中
伸
弥
教
授
が

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
記

憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
平
野
研
究
員
）

　
i
P
S
細
胞
は
再
生
医
療
の
切
り
札
に
な
る
―
―
と

い
っ
て
世
間
が
沸
き
立
っ
た
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き

で
す
。
再
生
医
療
と
は
、
病
気
や
け
が
で
失
わ
れ
た
細

胞
や
組
織
を
再
生
し
、機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
―
―
。

皮
膚
移
植
や
臓
器
移
植
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
i
P
S

細
胞
な
ど
に
よ
る
組
織
そ
の
も
の
の
再
生
は
、
そ
の
究

極
の
目
標
と
い
え
る
の
で
す
（
図
５
）。

 

「
開
発
当
初
、
i
P
S
細
胞
に
は
が
ん
化
の
懸
念
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、２
０
１
０
年
代
に
入
る
頃
に
は
、

造
腫
瘍
性
を
低
め
る
方
法
が
次
々
に
開
発
さ
れ
、
現
在

で
は
実
用
可
能
な
レ
ベ
ル
に
達
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様

な
細
胞
が
作
製
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
」（
平

野
研
究
員
）

す
る
腫
瘍
に
対
し
て
放
射
線
を
集
中
的
に
照
射
し
、
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
の
治
療
を
可
能
に
し
た
こ
と
。
放
射
線

の
“
切
れ
味
”
は
優
れ
て
い
ま
す
が
、
一
時
に
複
数
照

射
を
こ
な
す
と
い
う
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
に
分
が
あ
る
よ
う
で
す
。

●
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
図
ら
れ
る
“
重
粒
子
線
治
療
”

　
現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
先
端
医
療
に
“
重
粒
子
線

治
療
”
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
放
射
線
医
学
総

合
研
究
所
が
１
９
９
４
年
、
世
界
に
先
駆
け
て
臨
床
試

用
を
開
始
し
た
技
術
。
炭
素
イ
オ
ン※
６
を
光
速
の
約
70
％

ま
で
加
速
さ
せ
て
腫
瘍
を
狙
い
撃
ち
し
ま
す
。

　
従
来
の
X
線
な
ど
を
使
っ
た
治
療
法
で
は
、
体
表
近

く
で
放
射
線
量
が
最
大
と
な
り
、
そ
れ
以
降
は
徐
々
に

減
少
し
て
い
く
の
で
、
体
の
深
部
に
あ
る
腫
瘍
に
十
分

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
重
粒
子
線
で
は
線
量
の
ピ
ー
ク
を
体
内
に

設
定
で
き
る
た
め
、
が
ん
病
巣
に
強
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
つ
つ
、
正
常
細
胞
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

 

「
現
在
、
重
粒
子
線
治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
日
本

国
内
で
は
5
か
所
。普
及
し
づ
ら
い
理
由
は
、サ
ッ
カ
ー

場
サ
イ
ズ
の
土
地
と
莫
大
な
建
設
費
が
必
要
と
さ
れ
る

放
射
施
設
の
巨
大
さ
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
超
電

導
磁
石※
７

を
用
い
、
ガ
ン
ト
リ
ー
を
半
分
以
下
の
サ
イ
ズ

に
す
る
な
ど
、
機
器
や
施
設
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
」（
青
木
先
生
）

　
重
粒
子
線
治
療
や
B
Ｎ
Ｃ
Ｔ
（
ホ
ウ
素
中
性
子
補
足

療
法※
８

）
な
ど
、
巨
大
な
施
設
を
必
要
と
す
る
療
法
が
、

例
え
ば
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
受
け
る
よ
う
な
手
軽
さ
で
受
診

で
き
る
時
代
は
、
ま
だ
ま
だ
先
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
施
設
の
持
つ
特
徴
を
、
最
大

限
発
揮
で
き
る
全
国
的
な
体
系
化
を
、
一
層
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
未
来
を
拓
く
も
う
ひ
と
つ
の
鍵
は

“
薬
剤
”
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
抗
が
ん
剤
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム※
９

の
狂
い
を
正
し
、
放
射
線

療
法
の
効
果
を
著
し
く
高
め
る
特
殊
な
低
分
子
薬
剤
で

す
。

 

「
が
ん
細
胞
は
遺
伝
子
異
常
を
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、

異
常
の
パ
タ
ー
ン
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
こ
で
、“
こ

う
い
う
遺
伝
子
異
常
の
場
合
に
は
、
こ
う
い
う
薬
剤
に

抑
制
効
果
が
あ
る
”
と
い
う
よ
う
に
薬
剤
を
ケ
ー
ス
バ

イ
ケ
ー
ス
に
分
類
し
ま
す
。
そ
し
て
、
薬
剤
の
投
与
に

よ
っ
て
遺
伝
子
異
常
が
修
復
さ
れ
た
、
い
わ
ば
“
素
”

に
近
い
が
ん
細
胞
に
対
し
、
一
気
に
放
射
線
を
照
射
す

る
の
で
す
。
素
に
近
い
が
ん
細
胞
は
、
放
射
線
に
対
す

る
感
受
性
も
高
い
の
で
、
非
常
に
高
い
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
図
４
）。
私
の
近
未
来
的
な
目
標
は
、

薬
剤
と
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
重

粒
子
線
治
療
と
同
等
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
で
す
」（
青

木
先
生
）

　
青
木
先
生
は
こ
う
し
た
薬
剤
の
探
索
を
5
年
ほ
ど
前

か
ら
続
け
て
お
り
、
実
際
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
と
の
コ
ラ

ボ
で
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
高
精
度
放
射
線
治
療
の
応
用
と
、
重
粒
子
線
な
ど
の

“
大
型
放
射
線
設
備
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
”
―
―
。
放
射

線
治
療
の
未
来
に
は
、
多
様
な
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

医
療
の
時
間
と

　
　
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

『
i
P
S
細
胞
』

※ 6 放射線の中で、ヘリウムイオンより重いものを重粒子線という。重粒子線治療では、炭素イオンを用いる
※ 7 超電導磁石：電気抵抗のない“超伝導体”を用いた電磁石のこと。通常の電磁石よりも強力な磁力を発生させることができる
※ 8 BNCT（ホウ素中性子補足療法）：がんの病巣内部に限局的な核反応を起こし、それによって生じた重荷電粒子（ヘリウムイオン）を用いてがん細

胞を破壊する放射線治療。従来の放射線療法と比べ、はるかに大きな線量をがん瘍細胞のみに照射することが可能

※ 9 分子メカニズム : 主に遺伝子などが人の体などに与える影響のこと

図4　遺伝子異常を修復し、放射線の効果を高める

薬剤の投与で遺伝子異常を修復。
その後、放射線を照射する

遺伝子異常

放射線

薬剤を投入

米国法人蓮見国際研究財団・
東京リサーチセンター研究開発室 平野 啓氏

図5　iPS細胞の仕組み

iPS細胞はさまざまな組織や臓器に分化する能力を持っている
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i
P
S
細
胞
が
最
初
に
臨
床
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、

２
０
１
４
年
9
月
―
―
。
加
齢
黄
斑
変
性
症※※

※

の
患
者
さ

ん
に
、
患
者
さ
ん
自
身
の
i
P
S
細
胞
か
ら
作
製
さ

れ
た
網
膜
細
胞
（
網
膜
色
素
上
皮
細
胞
シ
ー
ト
）
を
移

植
し
ま
し
た
。
昨
年
1
月
に
は
、
同
じ
加
齢
黄
斑
変
性

症
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
“
患
者
さ
ん

以
外
の
人
”
か
ら
作
っ
た
細
胞
を
移
植
。
他
人
由
来
の

細
胞
を
用
い
る
こ
と
で
、
準
備
か
ら
移
植
ま
で
の
時
間

を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
（
図
６
）。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
i
P
S
細
胞
か
ら
作
製
さ
れ

た
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
前
駆
細
胞
を
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病※※

※

の
患
者
さ
ん
へ
移
植
。
同
病
の
治
験
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
ま
す
。

 

「
現
在
は
i
P
S
細
胞
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
を
作
る

段
階
か
ら
一
歩
進
み
、
細
胞
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
器4

官4

全
体
を
作
り
上
げ
る
段
階
に
至
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
肝
障
害
の
人
を
i
P
S
細
胞
で
治
療
し
よ
う
と
し

た
場
合
、
肝
臓
に
は
肝
細
胞
以
外
に
も
色
々
な
細
胞
が

混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
部
分
部
分
に
i
P
S
細
胞
を
移

植
す
る
よ
り
、
全
体
を
作
製
し
て
し
ま
っ
た
方
が
効
率

が
い
い
…
…
と
い
う
発
想
で
す
。
こ
の
技
術
を
突
き
詰

め
て
い
け
ば
、
損
傷
し
た
臓
器
を
人
工
培
養
し
た
パ
ー

ツ
に
入
れ
替
え
る
…
…
と
い
う
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
な
シ
ー
ン

が
現
実
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
平
野
研
究
員
）

●
“
免
疫
細
胞
”
を
無
限
に
作
る

 
「
i
P
S
細
胞
を
用
い
た
が
ん
治
療
は
、
免
疫
療
法
と

密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
２
０
１
１
年
に
熊

本
大
学
の
千
住
覚
准
教
授
ら
が
、
ヒ
ト
の
i
P
S
細
胞

か
ら
樹
状
細
胞
を
作
製
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
免
疫
応
答
の
司
令
塔
と
も
言
え
る
樹
状
細
胞
は
、
腫

瘍
免
疫
の
鍵
と
な
る
細
胞
。
昨
年
3
月
に
は
和
歌
山
県

立
医
科
大
学
が
、
i
P
S
細
胞
に
由
来
す
る
樹
状
細
胞

を
用
い
た
ワ
ク
チ
ン
療
法
に
つ
い
て
、
マ
ウ
ス
試
験
の

結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
３
年
に
は
京
都
大
学
の
河
本
宏
教
授

と
東
京
大
学
の
中
内
啓
光
教
授
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
キ

ラ
ー
T
細
胞
の
作
製
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研

究
は
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
、
昨
年
11
月
に
は
、
が
ん
抗

原
へ
の
特
異
性
を
高
め
、
抗
腫
瘍
効
果
を
向
上
さ
せ
た

キ
ラ
ー
T
細
胞
の
作
製
が
、
京
都
大
学
の
金
子
新
准
教

授
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
」（
平
野
研
究
員
）

　
i
P
S
細
胞
に
は
、
ほ
ぼ
無
限
の
増
殖
能
力
が
あ
る

の
で
、
T
細
胞
や
N
Ｋ
細
胞
な
ど
、
が
ん
治
療
に
用
い
る

免
疫
細
胞
を
際
限
な
く
供
給
で
き
ま
す
。
工
場
で
作
る

製
品
の
よ
う
に
、
均
一
の
細
胞
を
量
産
で
き
れ
ば
、
免

疫
療
法
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

 

「
i
P
S
細
胞
は
、
再
生
医
療
の
他
に
も
“
治
療
薬
の

開
発
・
発
見
”
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
作
製
し
た
i
P
S
細
胞

を
用
い
る
こ
と
で
、患
者
さ
ん
と
“
同
じ
病
気
の
細
胞
”

を
人
工
的
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
細
胞
を
用
い
れ
ば
、
容
易
に
治
療
薬
の
候
補
と
な

る
化
合
物
を
特
定
で
き
ま
す
。
選
別
検
査
に
必
要
な
細
胞

が
、
無
限
に
用
意
で
き
る
の
で
す
か
ら
。
新
薬
を
作
る

に
は
、
膨
大
な
プ
ロ
セ
ス
と
費
用
を
必
要
と
し
ま
す
が
、

i
P
S
細
胞
を
使
っ
た
方
法
な
ら
、
そ
れ
ら
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」（
平
野
研
究
員
）

　
山
中
伸
弥
教
授
は
昨
年
の
講
演
の
中
で
「
研
究
者
は

時
間
と
コ
ス
ト
、
両
方
と
戦
う
必
要
が
あ
る
」
と
い
う

認
識
を
示
し
ま
し
た
。
費
用
の
削
減
は
値
段
の
引
き
下

げ
に
つ
な
が
り
ま
す
、
薬
局
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
コ
ー

ナ
ー
に
“
樹
状
細
胞
”
や
“
キ
ラ
ー
T
細
胞
”
と
ラ
ベ

リ
ン
グ
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
並
ん
で
い
る
―
―
そ
ん

な
光
景
が
日
常
化
す
る
時
代
が
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

図6　自己由来と他人由来の時間差

IPS細胞

約1ヵ月
（最短）

ストック

11ヵ月
（2014年の場合）

患者 他人

他人由来の細胞を用いれば、移植までの時間を短縮できる

※ 10 加齢黄斑変性症：加齢により、網膜の中央にある「黄斑部」が破壊されて見えなくなる病気。高齢者の失明原因のひとつ
※ 11 パーキンソン病：脳の“黒質”と呼ばれる場所に存在するドーパミン神経が脱落して生じる病気。手足の震えなどの運動障害がおこる

が
ん
研
究
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
人
、

『
蓮
見
喜
一
郎
博
士
の
歩
み
』に
見
る

日
本
の“
免
疫
療
法
”の
歴
史

　

ス
ラ
イ
ド
冒
頭
で
、
米
国
法
人
蓮
見
国

際
研
究
財
団
理
事
長
の
蓮
見
賢
一
郎
先
生

は
「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
基
礎
を
生
み
だ
し

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
父
の
業
績

に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
で
、
お
父
上
で
あ

る
蓮
見
喜
一
郎
博
士
に
対
す
る
欽
慕
の
念

を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
通
り
、
日
本
に
お
け

る
免
疫
療
法
の
礎

い
し
ず
えを
築
い
た
蓮
見
博
士

は
、
明
治
37
年
（
１
９
０
４
年
）、
群
馬

県
館
林
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
正
14
年

（
１
９
２
５
年
）、
千
葉
医
科
大
学
（
現
・

国
立
千
葉
大
学
医
学
部
）
を
卒
業
後
、
食

道
が
ん
の
権
威
と
し
て
名
高
い
瀬
尾
貞
信

先
生
の
外
科
教
室
に
入
局
し
た
の
で
し

た
。

　

若
き
蓮
見
博
士
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
昭

和
6
年（
１
９
３
１
年
）―
―
。
世
界
中
の
が

ん
に
関
す
る
文
献
５
３
０
０
０
点
余
り
を

調
査
し
た
頃
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
病
理

学
者
で
あ
る
ペ
イ
ト
ン
・
ラ
ウ
ス
ら
が
唱

え
た
『
不
可
視
の
病
毒
』
説
に
触
発
さ
れ
、

〝
が
ん
ウ
イ
ル
ス
〟
の
研
究
に
着
手
し
た

の
で
す
。

　

蓮
見
博
士
が
東
京
・
阿
佐
谷
に
「
杉

〝
が
ん
ウ
イ
ル
ス
〟
に
着
目

蓮
見
喜
一
郎
博
士
の
メ
モ
リ
ア
ル
ス
ラ
イ
ド
が
展
示

There is a history of
              immunotherapy here

東京のBSL-48珠光会Clinicの待合室――。その一角に設けられた蓮
見喜一郎博士のメモリアルコーナーに、博士の偉業を映像で記録したス
ライドが展示されています。
日本初といっても過言ではないがんワクチン――「ハスミワクチン」の生み
の親、蓮見喜一郎博士の60年以上にもわたる研究の道のりは、日本に
おける免疫療法の歩みそのものだといえるでしょう。貴重な歴史的資料
でもあるスライドの一部をご紹介します。

ス ぺ トピSpecial  Topics
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並
病
院
」
を
開
院
し
た
の
は
昭
和
12
年

（
１
９
３
７
年
）、
33
歳
の
時
で
し
た
。
昭

和
21
年
（
１
９
４
６
年
）、
思
想
家
、
安

岡
正ま

さ
ひ
ろ篤
の
命
名
に
よ
り
、
杉
並
病
院
の
名

称
を「
珠
光
会
診
療
所
」に
変
更
。〝
珠
光
〟

は
同
氏
の
〝
真
理
は
珠
の
よ
う
に
光
り
輝

く
〟と
い
う
至
言
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

同
年
、
免
疫
療
法
の
基
礎
研
究
を
進
展
さ

せ
る
た
め
、
東
京
・
調
布
市
に
「
蓮
見
癌

研
究
所
」
を
設
立
。
そ
し
て
、
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
年
）、
蓮
見
博
士
が
44
歳
の
と

き
、15
年
以
上
続
け
た
〝
が
ん
ウ
イ
ル
ス
〟

研
究
の
結
晶
で
あ
る「
ハ
ス
ミ
ワ
ク
チ
ン
」

の
臨
床
応
用
を
開
始
し
た
の
で
し
た
。

　

蓮
見
博
士
が
国
産
第
2
号
と
な
る
電

子
顕
微
鏡
を
入
手
し
た
の
は
昭
和
22

年
（
１
９
４
７
年
）
―
―
。
昭
和
25
年

（
１
９
５
０
年
）、
博
士
が
46
歳
の
と
き
、

総
合
科
学
雑
誌
『
自
然
』（
中
央
公
論
社
）

に
、
が
ん
ウ
イ
ル
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
論

文
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
は

台
湾
政
府
の
要
人
で
あ
る
何か

応お
う
き
ん欽
氏
の
夫

人
が
、
蓮
見
博
士
の
治
療
を
受
け
る
た
め

に
来
日
。
の
ち
に
夫
人
が
博
士
に
送
っ
た

感
謝
状
は
、
今
も
珠
光
会
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）、
蓮
見
博

士
は
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
と
な
る
仕
事

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
北
海
道
立
銭
函
伝

貧
実
験
場
で
、馬
伝
染
性
悪
性
貧
血
症（
伝

貧
病
）
の
治
療
に
あ
た
り
、
日
本
で
初
め

て
病
原
ウ
イ
ル
ス
の
純
粋
分
離
に
成
功
し

た
の
で
す
。
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）

に
は
、
同
貧
血
症
に
対
す
る
新
し
い
診
断

法
の
確
立
、
及
び
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

な
ど
に
関
し
、
北
海
道
知
事
（
当
時
）
の

田
中
敏
文
氏
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
紙
が
報
じ
た
こ
と
も
あ
り
、

社
会
的
に
も
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し

た
。

　

昭
和
32
年
（
１
９
５
7
年
）
に
は
、
医

療
法
人
社
団 
珠
光
会
を
設
立
。
翌
年
に

は
英
国
王
立
医
学
協
会
正
会
員
に
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
12
月
5
日
付
け
の
読
売
新
聞

に
「
蓮
見
博
士
、
イ
ギ
リ
ス
王
立
医
学
協

会
員
に
」
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
年
）
に

は
、
当
時
が
ん
の
罹
患
率
日
本
一
と
い
わ

れ
た
奈
良
県
の
平へ

ぐ
り群

村（
現
・
平
群
町
）で
、

3
年
計
画
で
が
ん
の
集
団
予
防
の
実
験
を

開
始
。
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
罹
患
率

の
関
係
等
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま

し
た
。

　

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）、
蓮
見
博

士
77
歳
の
と
き
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
お

い
て
『
蓮
見
喜
一
郎
博
士
癌
研
究
五
十
周

年
祝
賀
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
癌

研
究
50
年
を
か
え
り
み
て
」
と
い
う
演
題

で
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
み
な
さ
ま
へ
向

け
て
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

蓮
見
博
士
が
病
魔
に
襲
わ
れ
た
の
は
、

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
年
）
の
9
月
、
83

歳
の
と
き
で
し
た
。
脳
梗
塞
―
―
。
蓮
見

博
士
は
ご
自
宅
で
し
ば
ら
く
静
養
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）

8
月
20
日
、
午
後
３
時
13
分
。
つ
い
に
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
道
は

茨
（
い
ば
ら
）
の
道

し
か
し
茨
に
も

ほ
の
か
に
か
お
る

花
が
咲
く

あ
の
花
が
好
き
だ
か
ら

こ
の
道
を
ゆ
こ
う

　

と
は
、
詩
人
で
画
家
の
星
野
富
弘
氏
の

言
葉
で
す
。
蓮
見
喜
一
郎
博
士
は

ま
さ
に
こ
の
詩
歌
通
り
、
ま
だ
広

大
な
荒
れ
野
だ
っ
た
免
疫
療
法
の

道
を
、
苦
難
苦
節
を
繰
り
返
し
な

が
ら
一
直
線
に
進
み
、
が
ん
で
苦

し
む
人
た
ち
に
大
き
な
実
り
を
も

た
ら
し
た
の
で
し
た
。

　

博
士
の
功
績
は
、
今
、
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
の
中
で
ひ
っ
そ
り
と

明
滅
し
て
い
ま
す
。BSL-48

珠

光
会C

linic

へ
お
越
し
の
際
は
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
の

小
さ
な
窓
か
ら
、
免
疫
療
法
の

歴
史
と
信
念
に
殉
じ
た
医
師
の

姿
が
垣
間
見
え
る
は
ず
で
す
。

博
士
が
進
ん
だ
道

全国紙で報じられた「伝
染性貧血病原体」発見の
ニュース

盛大に催された「蓮見博士癌研究五十周年祝賀会」

珠光会診療所（当時）の待合室と診察風景。診察に訪れる人は、引きも切らさ
なかった

北海道知事から贈られた感謝状

千葉医科大学（現・国立千葉大
学医学部）の卒業写真

蓮見癌研究所では、昼夜
を問わず免疫系の研究が
進められた

ス ぺ トピSpecial  Topics
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小林 裕美子 
マンガ家／イラストレーター
東京造形大学・デザイン学科卒業。イラストレーターとして、実用書や児童
書、雑誌、WEB媒体、新聞等に挿絵やマンガを描いている。『美大デ
ビュー』（ポプラ社）、『もち・ぽち』（徳間書店）、『親を、どうする?』（実業之日
本社）、『私、産めるのかな?』（河出書房新社）、『親が倒れた！桜井さんち
の場合』（新潮社）、『産まなくてもいいですか?』（幻冬舎）等、著書多数。

松じい

梅ばあ

第 41回

お餅の形人生ゲーム

松
じ
い
、

も
う
ゴ
ー
ル
？

い
い
な
ー

う
ら
や
ま
し
い

順
風
満
帆
な
人

生
ほ
ど
、つ
ま
ら

な
い
も
の
は
な
い

い
や
、も
う
一
回

や
ら
せ
て
く
れ

丸
だ
！

四
角
だ
！

ま
あ
ま
あ
、

ど
う
せ
お
雑
煮
の

お
餅
の
形
な
ん
て

こ
れ
だ
け
は

絶
対
に

ゆ
ず
れ
な
い

ま
た
今
年
も

お
餅
の
形
で

大
げ
ん
か

す
ぐ
に
溶
け
て

な
く
な
っ
ち
ゃ
う

ん
だ
か
ら
サ

ダイジェスト版
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ほうれん草……………1/2束
ブラウンマッシュルーム…大2個
鮭………………………2切れ
酒……………………大さじ1
玉ねぎ（薄切り）………100g
セロリ…………………2枝＊

白ワイン……………大さじ3
アーモンド…………大さじ2
みかん果汁……………1個分
オリーブ油（または米油）

……大さじ1
塩・こしょう…………各適量

材料（2人分） 作り方

1

2

3

4

5

ほうれん草と鮭、ブラウンマッシュルームの
ワイン蒸し アーモンドのソース

ほうれん草は5cm のザク切りに、マッシュルームは軸を除き薄切りに
する。鮭は流水で洗い、水気をふき、酒を振りかけておく。
フライパンに玉ねぎを広げ、その上に1の鮭を載せ、塩・こしょう（各少々）
を振る。周りにほうれん草を入れてマッシュルームを散らし、セロリの
葉を載せる。
2に白ワインを振り、蓋をして中火にかけ、蒸気が出てきたら弱火で
1分ほど蒸して火を止め、そのまま1～ 2分置く。
アーモンドをできるだけ細かく刻み、みかん果汁、塩・こしょう（各少々）
を加えて混ぜる。最後にオリーブ油を加えてさらに混ぜ合わせる。
汁気を切った3の鮭を器に載せ、野菜とマッシュルームも添え、4のアー
モンドソースをかける。

Photograph ▪ 菅原 史子
Coordinate ▪ 大谷 祥子

鮭は気と血を補い、気と血の巡りも
よくする食材です。ほうれん草も血
を養います。マッシュルームには抗
がん作用が期待されています。ソー
スに使うアーモンドには酸化したも
のを還元するビタミンEが多く、み
かんにはカロテン類が多く含まれ、
ビタミンCも含みます。全体に血
と気を養い、巡りをよくして抗酸化
に働く組み合わせです。

料理制作・植木 もも子　管理栄養士、国際中医師、国際中医薬膳管理師。
料理ジャーナリスト・岸朝子氏に師事し、料理記者、フードスタイリストを経て、食関係の多彩な仕事に従事。講演や料理教室、著書などを通して、
毎日の食事の大切さを伝えながら「美味しく、楽しく、賢く、健康に」をモットーに健やか料理研究家として活動中。

＊ここでは鮭の生臭さを取るために葉のみ使用。残りは薄切りにして付け合
わせのサラダとしてレタスやクレソンと合わせてもよいでしょう。

身近な食材で
できる 食養生

Shoku

Recipe

you jyo



Shukokai Communication
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●医学生に向け“がんの予防と治療”を講義
　ジブチ共和国はアフリカ北東部に位置する共和制
国家です。公用語はフランス語・アラビア語で、ア
ラブ連盟の加盟国でもあります。面積は 23,000 ㎢。
朝鮮半島の約１/10 ほどの土地に、およそ 90 万人
の国民が生活しています。エリトリア、エチオピア、
ソマリアに土地を接し、海側は紅海とアデン湾を臨
みます。
　米国法人蓮見国際研究財団理事長 蓮見賢一郎先生
は、ジブチ日本大使の招待を受け、12 月に首都・ジ
ブチ市で開催された「国際トレードフェア」に合わ
せて、12 月 2 日から 6 日までジブチ共和国を訪問
しました。同国は、現在急速に発展を遂げているエ
チオピアとの関係が強く、多くの物資が海路でエチオピアへ運ばれる関係から、東アジアでトップクラスの近
代的港湾施設を有する“ジブチ港”も、自由貿易港として発展しています。経済活動の活発化を反映してか、
現地の人々の目も将来への期待を映し、みな輝いて見えた……と、蓮見先生は語りました。
　ジブチの人たちの日本へ寄せる期待と信頼度は高く、今回蓮見先生が講演を行ったジブチ大学の医学部の学
生たちも、将来日本での研修や研究活動に参加したい、という希望を抱

いだ
いていました。

 「ジブチを訪問する前、私はアフリカに対して、がんに対する治療よりも感染症の対策と予防の方が先決ではな
いか……というイメージを漠然と持っていました。しかし、思いのほかがんに対する関心が高いことに驚かされ、
がん撲滅が世界的な課題であることに、改めて気づかされた次第です」（蓮見先生）。
　蓮見先生がジブチ大学で行った講演テーマは、『がんの予防と進行がんの治療』。多くの学生にとって、がん

治療における免疫力の重要性を学ぶ良い機会になったのではないで
しょうか。
　この蓮見先生の講演会の模様は、近々本誌で紹介いたします。

蓮見先生がジブチ共和国で講演

■ 応募要項
① 珠光会の医療に関心のある方であれば、どなたでも応募していただけます。
② 「免疫療法アドバイザー」になっていただける方は、メ―ルで「免疫療法アドバイザー事務局」へお申し込みください。
③ 事務局へご登録後、サポート用のテキストや資料などをお送りします。

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町4-1　新紀尾井町ビル3F
医療法人社団 珠光会　免疫療法アドバイザー事務局　担当 : 細谷
Mail：adviser@shukokai.org

「免疫療法アドバイザー」募集のお知らせ
Recruitment

連絡先

遠く市街を臨む

●第 17 回健康講座
　　「蓮見賢一郎先生・東京講演会」
日時：1 月 26 日 ( 土 )

午後 1 時 30 分より午後 3 時 30 分
※開場は午後 1 時

場所：紀尾井フォーラム
〒 102-0094 東京都千代田区紀尾井町 4-1
ニューオータニガーデンコート 1F
TEL.03-5213-6886
※要予約。お申し込みは下記を参照。

●「広島」講演会
日時：7 月 6 日 ( 土 )

午後 1 時より午後 3 時 30 分
※開場は午後 12 時

場所：広島国際会議場　地下 2 階　ラン
〒 730-0811 広島市中区中島町 1-5（平和記念公
園内）
TEL.082-242-7777
※広島講演会のお問合せ窓口は、広島市の「永山医院」
TEL.082-221-2811
http://www.nagayama-cl.com/

●「名古屋」講演会
日時：9 月 28 日 ( 土 )

午後 1 時 30 分より午後 3 時 30 分
※開場は午後 1 時

場所：名古屋国際センター
〒450-0001名古屋市中村区那古野一丁目47番1号
TEL.052-581-5679

Information

Information

毎年恒例の米国法人蓮見国際研究財団 理事長 蓮見賢一郎先生の講演会予定が決まりました。2019 年は下記の 3 都市で
開催いたします。ご家族・お友達とお誘いあわせの上、ぜひお越しください。

第 18 回『健康講座』を、下記の要項で開催します。
今回の演題は「肺炎」。かつて日本人の死亡原因の第 1 位だった肺炎は、抗生物質の登場により急激に死亡者数を低下
させました。ところが近年、再び増加傾向に転じており、特に高齢者の罹患が急増しているといいます。本講演では
日常的な風邪から命を脅かす肺炎まで――。それぞれの病気についてわかりやすく解説します。

演題：高齢者の脅威――肺炎を知る
講師：後藤 元先生　杏林大学名誉教授

東京大学医学部卒業。自治医科大学講師、東京大学医科学研究所助教授、
東京都立駒込病院部長、杏林大学医学部教授・医学部長、
複十字病院長を経て現在に至る。

日時：2019 年 3 月 16 日（土）
午後 1 時 30 分より午後 3 時 30 分
※開場は午後 1 時

場所：紀尾井フォーラム
〒 102-0094 東京都千代田区紀尾井町 4-1
ニューオータニガーデンコート 1F
TEL.03-5213-6886

2019年蓮見賢一郎先生「講演会」予定が決定

第18回『健康講座』――テーマは“肺炎”です

入場無料

入場無料

● Web サイト「免疫療法コンシェルジュ」（http://wellbeinglink.com）のトップ画面を下にスクロール
すると、「これからの講演予定」があります。講演名をクリックすると、申込フォームになりますので、必要
事項を記入し、お送りください。

● FAX でも受付けます。氏名・住所・電話番号・参加人数を明記して下記番号までお送りください。
　FAX 番号　03（3556）7271　※定員になりしだい締め切ります。

お申し込み
方法
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ジブチ共和国
République de Djibouti

後藤 元先生


